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ま
た
、
県
で
推
進
し
て
い
る
、
子
ど
も

た
ち
を
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
育
て
る

「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」で
は
、

地
域
や
公
民
館
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
書
道
の
指
導
か

ら
家
庭
科
の
裁
縫
の
指
導
な
ど
幅
広
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
１

月
に
開
催
さ
れ
た
中
学
3
年
生
に
よ
る
模

擬
議
会
で
は
、
代
表
10
名
に
よ
る
町
へ
の

質
問
・
提
案
が
あ
り「
エ
コ
ー
ル
の
自
習

室
開
放
」な
ど
す
で
に
実
施
さ
れ
た
事
業

も
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
募
集
な
ど

の
情
報
提
供
を
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
加
え
S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信

も
始
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
く

と
と
も
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

公
民
館
の
原
点
で
あ
る
学
び
、
そ
の
学

ぶ
時
期
は「
今
」が
最
も
好
機
で
あ
り
、
年

齢
が
若
い
か
ら「
未
熟
」で
は
な
く
、
年
を

重
ね
る
こ
と
も
決
し
て「
不
幸
」な
こ
と
で

は
な
い
、《
み
ん
な
が
好
機
幸
齢
者
》で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日

も
早
い
終
息
を
願
い
つ
つ
、
令
和
2
年
度

に
お
い
て
も
、
時
宜
に
あ
っ
た
新
た
な
事

業
の
開
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
他
団

体
と
の
共
催
事
業
等
、
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
学
び

の
場
と
し
て
、
公
民
館
の
役
割
を
果
た
せ

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
・
提
案
・

要
望
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
エ
コ
ー
ル
み
よ
た
は
、
博
物
館
・

図
書
館
も
併
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
と
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

風
薫
る
5
月
、
こ
の
月
は「
さ
つ
き
」と

い
い
新
緑
の
季
節
、
ま
た
薫
風
の
季
節
と

も
言
わ
れ
一
年
の
中
で
快
適
な
月
の
一
つ

で
あ
り
、
気
分
も
爽
や
か
に
な
る
季
節
で

す
。

　

最
近
は
地
球
温
暖
化
・
台
風
や
未
曾
有

の
大
災
害
に
よ
る
被
害
や
、
今
年
に
入
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
募
る
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
進
展
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
A
I
等
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
社
会
経
済
環
境
に
も
急
速
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
31
年
12
月
に
町
公
民
館
が

設
置
さ
れ
て
63
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
公
民
館
事
業
を

推
進
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
諸
先
輩
を

は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
に
、「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
何
で
も
」学
ぶ
と
い
う
公
民

館
の
礎
に
よ
っ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
・
団
体

の
皆
さ
ま
の
活
発
な
活
動
が
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

当
時
の
公
民
館
グ
ル
ー
プ
は
短
歌
会
・

書
道
会
な
ど
8
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、
現

在
は
26
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
青
少
年
健
全

育
成
事
業
で
は
、「
少
年
少
女
合
唱
団
つ

ば
さ
」や「
こ
ど
も
自
然
探
検
隊
」な
ど
活

発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
館
報「
町
民
の
ひ
ろ

ば
」は
、
昭
和
54
年
5
月
創
刊
以
来
記
念

す
べ
き
1
0
0
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
館
報
も
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、

読
ま
れ
る
紙
面
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
事
業
で
は
、
元
号「
令
和
」の

出
典
元
で
あ
る
万
葉
集
を
学
ぶ
歴
史
講
座
、

初
の
試
み
で
あ
る
ヨ
ガ
教
室
や
脳
ト
レ
講

座
な
ど
多
く
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
を
目
指
し
て

公
民
館
長  

清 

水  

成 

信

 

歴
代
公
民
館
長
（
敬
称
略
）

昭
和
43
年　

中　

島　

鉱　

蔵

昭
和
56
年　

山　

本　

仲　

太

昭
和
57
年　

上　

原　

文　

平

昭
和
61
年　

柳　

沢　

正　

次

昭
和
61
年　

市　

川　
　
　

誠

　
　
（
11
月
～　

教
育
次
長
兼
館
長
）　

昭
和
62
年　

土　

屋　

秀　

憲

平
成
元
年　

有　

賀　

文　

雄

平
成
５
年　

池　

田　

馨　

優

平
成
13
年　

尾　

台　

和　

雄

平
成
19
年　

萩　

原　
　
　

茂

平
成
21
年　

古　

越　

雄
一
郎

平
成
29
年　

清　

水　

成　

信（
現
） 　

昭
和
54
年
５
月
28
日
に
第
１
号
公
民
館
報
が

創
刊
さ
れ
て
か
ら
41
年
、
令
和
２
年
５
月
号
で

第
1
0
0
号
を
迎
え
ま
し
た
。
創
刊
よ
り
公
民

館
報
の
み
で
発
刊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
93
号
よ
り「
み
よ
た
広
報
や
ま
ゆ
り
」と
合

併
し
単
独
で
の
発
刊
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
記
念
す
べ
き
1
0
0
号
記
念
と
し
て
、

公
民
館
報
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
歴

代
の
公
民
館
長
や
、
公
民
館
の
歩
み
を
当
時
の

公
民
館
報
に
沿
っ
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

塩野花木展示会
昭和54年5月28日発行
　社会教育の施行機関
である公民館が今、何
を考え、何を施行する
のかを町民に知っても
らうために、自由な立
場での刊行物として、
公民館報を発刊するこ
ととなりました。

（著・初代館長中島鉱
蔵氏　公民館のすがた　
一部抜粋）

第一回芸能まつり
昭和63年３月５日発行
　町内で活動している団体が
参加。舞踊、合吟、剣舞、新舞
踊、大正琴、詩吟、扇舞と発表
は様々。現在のきなんしまつり
芸能発表会の原型となりました。

全国優良公民館表彰を受賞
平成14年12月25日発行
　事業内容や方法に工夫をこら
し、地域住民の学習活動に大き
く貢献した公民館として、文部
科学省より表彰されました。

平成元年度成人式
平成元年10月５日発行
　元号が平成になって初の成
人式。（８月15日実施）

エコールみよた開館
平成15年９月25日発行
　福祉センターから複合文化
施設エコールみよたへ公民館
機能を移転しました。

第一回公民館まつり
平成４年３月25日発行
　恒例事業であった「グループ
発表会」より名称を変更。分館
自慢大会とグループ発表会を
併せて行っていました。

広報やまゆりに掲載
平成28年10月25日発行
　この号より公民館報の単独
での発刊は終了。「町民のひろ
ば」の名称は継承しました。

第一回きなんしまつり開催
平成５年10月25日発行
　11月3日～7日の５日間にわた
り開催。総合文化展と芸能発表
会の他、子供映画会やきなんしコ
ンサートなど盛大に行われていま
した。（第37号実施風景掲載）

令和最初の公民館報
令和元年10月25日発行
　館報の１ページ目は「成人式」。

グループ発表会
昭和58年3月31日発行
　館報の表紙を飾った最初の
グループ発表会。当時は成人学
級、高齢者教室の閉講式と社会
教育団体との交流の場として
開催されていました。

第
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号 

創
刊

第
8
号
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